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「生活自立・仕事相談センター」の役割の重さを確認！
　生活保護・貧困の連鎖・生活困窮者対策は、いずれも国を挙
げての重要課題。その動きを受け、昨年 12 月に、生活困窮者自
立促進支援モデル事業として「生活自立・仕事相談センター」
が中央区・稲毛区の 2か所に開設されました。
　センターの相談実績を見ると、様々な困難事例に対応し、継
続的な支援を続けており、市民ネットワークが求めてきた、365
日 24 時間体制で分野横断的な相談に対応する「中核地域生活支
援センター」的な役割を担いつつあると評価できます。
　高齢者はあんしんケアセンター、子どもは児童相談所、DV は
配偶者暴力相談支援センター、若者は LINK、障がい者は障害者
相談センターやこころの健康センター、と各種相談窓口があり
ますが、それぞれの問題は複合的な要素を持っており、そして
生活困窮はこれらの問題に伴って現れてくることが多いのです。

　現在はまだ 2 か所であり、市民への周知も進んでいるとは言え
ず、相談件数や就労件数のみで実績を評価するのではなく、その
役割の重要さを認識し、生活困窮者自立支援法が本格施行となる
来年度から各区へ開設し、体制の充実を図るべきと考えます。

日本の命題！地域包括ケアシステムの構築
～それを支える在宅医療　千葉市の現状は～

　団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年以降、医療や介護の需
要の増加が見込まれる「2025 年問題」。対策として国では、要介
護状態となっても住み慣れた地域で最後まで自分らしく暮らし
続けられるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体
的に提供される地域包括ケアシステムを構築するとしています。
　そんな超高齢社会のキーワードは「認知症」「がん（緩和ケア）」
「少子化、高齢化、多死化」「地域連携、多職種連携」と言われ
ますが、千葉市の状況はどうでしょうか。
　2014 年 8 月現在、市内で緩和ケア病棟を有するのは 2 病院、
緩和ケアを行っている医療機関は 12 病院 57 診療所。在宅への
往診は充足しているとは言い難く、多くの人が終末期に自宅で
の療養を望む中、市は医師会等と緊密に連携しながら、終末期
対応を含めた在宅医療の体制整備に努めていきたい、とのこと。
　また医療・介護・保健などの関係者が一堂に介し、在宅医療
を進めるための事例検討を行う多職種連携会議も、今年度は各
区で開催されます。
　地域包括ケアに関しては、各地ですでに色々な成果があがっ
ており、それに比べると千葉市の遅れは否めません。医療と介
護の更なる連携を早急に！

　千葉市議会では、市民ネットの求めていた１円からの領収書
添付が６年前から始まり、その後、活動記録に求められる内容
が年々厳しくなっている。
　視察や研修で交通費を請求する場合、利用した交通機関の詳
細、目的、内容、成果、の記載を基本として、資料のコピーの添付、
会った人の名刺のコピーまで求められることもある。市民から
の問い合わせに耐えられるよう、事務局のチェックはかなり細
かく厳しい。
　残っている課題は、市議会ホームページへの収支報告書の掲
載。私たちは賛成だが、反対する会派があるので実現しない。
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　教育委員会の不登校児童生徒への対応の基本目標は学校復帰に
ありますが、復帰に至るのは 3 割から 4 割とのこと。学校復帰
とならずに、次のステップに進む子も半分以上いるわけです。
　文科省の通知には、不登校の解決の目標は児童生徒の「将来的
な社会的自立に向けて支援すること」とあり、学校復帰を目標と
はしていません。復帰を目標にすると、本人も親も追い詰められ
てしまいます。本人の力が回復することを「待つ・支える」居場
所作りに力を入れてほしいものです。
　川崎市では、子ども夢パークというプレーパークの一角で、
NPOが毎日、不登校の子どもの居場所を運営し、子どもたちが元
気を回復しています。
　目標を学校復帰に固執せず、今ある千葉市の子ども関連施設で
の支援も充実させ、親の会や民間団体等と連携しながら安心して
過ごせる居場所を作って欲しいと要望しました。

大 丈 夫 ？
職員の給与・手当の支給にも苦慮する市立病院

　2013年度、約10億円の赤字決算となった病院事業会計は、運転
資金が確保できないとして、一時借入金の限度額を10億円から25
億円に引き上げる議案が出されました。
　これまで借入の実績はほとんどなかったものが、本年３月に給
与支給のため３億円、６月に期末勤勉手当支給のため５億円を借
り入れました。
　赤字の理由は、病床利用率が低迷し、目標とする医業収益があげ
られなかったため。青葉病院で夜間対応の看護師を確保できず、病
棟を一部休床した影響が６億円。海浜病院は、青葉病院への整形
外科集約による５億円減を、内科外科の入院患者増で埋めようと
したものが、内科医師を増員できず達成できなかった、とのこと。
　運転資金のための一時借り入れは致し方ないとはいえ、返済の
メドが立たないようでは困ります。医師不足・看護師不足解消が
急務です。

「えっ！北谷津にまた建つの？」
市民への丁寧な説明が必要な清掃工場建て替え計画
　千葉市は３つの清掃工場のうち老朽化した北谷津清掃工場を廃
止し２つにしようと、ゴミ削減に力を入れてきました。ただし、２
つに減らしてもいずれ老朽化することから、いつどこに建て替え
るかを計画しておかなければなりません。
　議案は一般廃棄物処理施設基本計画作成のための補正予算案で
したが、市は平成38年操業を目途に北谷津清掃工場跡地に新しい
清掃工場の建設を考えていることが明らかになりました。
　いずれ避けて通れない工場の建て替えですが、北谷津にはもう
建たないと思いこんでいた市民も少なくないと思います。
　地元自治会は受け入れ賛成と聞いていますが、その他の市民も
含め、今後充分で丁寧な説明を行うことが必要です。

山田  京子

◆ 総務分科会

◆ 保健消防分科会

◆ 環境経済分科会

◆ 教育未来分科会

◆ 都市建設分科会

　　　　議会運営委員会の市民傍聴  可能に!
　議会運営を取り仕切る議会運営委員会。意見書の協議
なども行われ、各会派の考え方の違いがよく見える場で、
ほとんどの政令市が市民の傍聴を認めています。
　千葉市でも、これまで反対していた自民党がようやく
賛成にまわり、12 月議会から市民の傍聴が可能となり
ます。是非一度おいでください。


